
【2024年度実績】
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２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

母性看護学Ⅱ 1

看護学科2年次生131名を対象に、新生児のケアの演習を行った。動画教

材や新生児人形モデルを用い、実際の場面を想定して演習ができるよう

工夫した。グループ学習を通して、実習に向けた自己の課題を明確にで

きるよう、ワークシートの提示やフィードバックを行った。

周産期のケア 13

看護学科助産系4年次生を対象に、助産師外来演習、健康教育の指導案

作成と模擬健康教育の実施支援、沐浴演習を行った。助産師外来演習は

3名/1G、健康教育は5名/1Gを担当した。退院後の生活を見据えた保健

指導について、健康教育の理論を活用し指導案を展開できるよう支援し

た。看護過程の指導は3名を担当し、自己学習ノートの例示や学習内容

に関する助言を行った。

7

看護学科4年次生11名(5~6名/1G)を担当し、PBLチュートリアルを行っ

た。学習の進捗状況の確認や、ファシリテートを通したグループ学習の

支援を行った。主体的な意見交換を通して、多様な価値観を知り、倫理

的課題について理解を深めることの重要性に気付くことができるよう意

識して関わった。

遺伝と看護

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

該当なし

発表等年月

該当なし

（４）その他

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印）

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし

氏名 滝口　奈央 部署 看護学科 職名 助手

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2024年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科助手

所属学会（役職）該当なし

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 母性看護学、助産学

学位 学士（看護学）

学歴 2014年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科卒業

該当なし

論文の名称 単・共 査読

（２）論文
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該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

大学広報活動 オープンキャンパス　母性看護学実習室体験　担当 2024.8.3

学生支援 実習に向けた相談 2024.6～2025.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

出張講座
流山市立

南流山中学校

思春期の性教育出張講座「一緒に考えよう　私たちの性」

授業を円滑に進められるよう補助教員として参加した。
2025.2

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

該当なし 主指導 0名 副指導 0名

助産学実習Ⅱ 2024.8~9

助産系4年次生4名の分娩介助実習の指導を行った。分娩期の産婦のケア

に必要な知識・技術・態度の習得を目指し、助産ケアや実習指導者との

ふりかえり、カンファレンスに参加した。学生の心身の健康状態に留意

するとともに、個別性をふまえ思考の整理を促した。対象者に寄り添う

姿勢や学生の目指す助産師像を引き出すことを大事にしながら学習を支

援した。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

母性看護学実習

母性看護学実習（補習実習）

2024.5~6

2025.2

看護学科3年次生45名(5~8名/1G)の実習指導を行った。補習実習では、

1名/1Gの学生を担当し、個別性をふまえ学習を支援した。母性看護に

おけるウェルネスの視点や看護者としての姿勢を学ぶことができるよ

う、実習指導者と連携し、受け持ちやケアの見学の調整を行った。ま

た、カンファレンスへの学生の主体的な参加を促し、学びの共有を図っ

た。

総合実習（母性看護学領域） 2024.7

看護学科助産系4年次生4名の実習指導を行った。退院後の生活を含め、

母児を総合的に捉え、対象者に添った個別性のある保健指導の実施につ

なげられるよう学習を支援した。また、実習が円滑に実施できるよう、

病棟・外来において実習指導者との連絡調整を行った。

NICU実習 2024.11

看護学科助産系4年次生7名(3~4名/1施設）、計2施設の実習指導を行っ

た。学生の心身の状態に留意し、円滑に実習が実施できるよう、実習指

導者と連絡調整を行った。カンファレンスでは学生の主体的な意見交換

を促し、母児の相互作用の重要性に気付くとともに看護者の役割につい

て考えることができるよう意識して関わった。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）



1

1

1 該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項


